
設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ イシダ　リョウ ） （ ヨシムラ　カズマ ）

石田　涼 吉村　和真

（平成29年12月） （令和6年12月）

（ ウスビ　サコ ）  （ サワダ　マサト ）    （ カン　ジュン ）

ウスビ・サコ  澤田　昌人    姜　竣

（平成30年4月）   （令和4年4月）　　  （令和8年4月）

（ イナガ　シゲミ ） （タカハシ　シンイチ ）

稲賀　繁美 髙橋　伸一

（令和3年4月） （令和7年4月）

（シミズ　タカオ  ） （フジエダ　アヤコ ）

清水　貴夫 藤枝　絢子

（令和3年4月） （令和5年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を
　　　（　）書きで記入してください。
　　　（例）令和７年度に報告する内容　→（７）
　　　　　　　令和８年度に報告する内容　→（８）
　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記入してください。
　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。
　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　京都精華大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

　　　京都精華大学

　　　　京都府京都市左京区岩倉木野町137

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒606－8588

（３） 調査対象大学等の位置

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

任期満了による変更
令和6年12月25日（７）

任期満了による変更
令和7年4月1日（７）

学　　長

職　　名

任期満了による変更
令和5年4月1日（７）

任期満了による変更
令和8年4月1日（８）
任期満了による変更
令和4年4月1日（６）

1



　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　

人文学部
国際教養学科 人

　学士（人文学） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

90人 -人 90人 -人 90人 -人 90人 -人 45人 -人 30人 -人

143 - 127 - 68 - 48 - 66 - 127 -

( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - )

[ 21 ] [ - ] [ 16 ] [ - ] [ 8 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 11 ] [ - ] [ 20 ] [ - ]

136 - 118 - 64 - 47 - 63 - 121 -

( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - )

[ 21 ] [ - ] [ 14 ] [ - ] [ 6 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 11 ] [ - ] [ 17 ] [ - ]

109 - 85 - 52 - 39 - 54 - 89 -

( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - )

[ 12 ] [ - ] [ 10 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 7 ] [ - ] 12 [ - ]

42 - 41 - 23 - 21 - 32 - 64 -

( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 1 ) ( - ) ( - ) ( - )

[ 5 ] [ - ] [ 6 ] [ - ] [ 3 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 3 ] [ - ] [ 11 ] [ - ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告書を提出する大学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。
　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。
　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、

0.71

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、
　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

90 360

収容定員
充 足 率

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

0.230.46

[ - ]

志願者数

受験者数

合格者数

( - ) ( - ) ( - )

0.45 0.25

[ - ] [ - ]

収容定員
充 足 率

（控除後）

0.52倍 0.52倍－

2.13

( - )
Ａ　 入学定員

[ - ] [ - ]

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和７年度令和６年度

( - )

[ - ]

令和８年度

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
　　　　下欄に、入学時期と入学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と一致しますので、留意して計算してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。

(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

学生募集の停
止について

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

設 置 時 の 計 画

修業年限

4

3年次

備　　考

0

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

入学定員

　　　・　様式は、令和３年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和８年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

0

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

0

春季入学以外の
学期区分につい

て

備　考

基礎となる学部：人文学部

令和8年4月より収容定員を120人へ変更（８）
令和7年4月より収容定員を180人へ変更（７）

－

(注)・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１）又は（その２の２））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

社会学・社会
福祉学関係

4年次

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和９年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

( - )
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

42 - 37 - 20 1 21 - 31 - 65 -

[ 5 ] [ - ] [ 5 ] [ - ] [ 3 ] [ 1 ] [ 2 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 11 ] [　-　]

（ 0 ） （ - ） （ 0 ） （ - ） （ 0 ） （ 0 ） 　 （ 1 ） -

38 - 32 - 25 - 23 - 31 -

[ 5 ] [ - ] [ 3 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [  3  ] [　-　]

（ 1 ） （ - ） （ 6 ） （ - ） （ - ） （ - ） （ 4 ） （ - ） （ 2 ） -

36 - 27 - 20 - 19 -

[ 4 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [  1  ] [　-　]

（ 1 ） （ - ） （ - ） （ - ） （ 3 ） （ - ） （ 5 ） -

1 - 1 - 20 -

[ 0 ] [ - ] [ 0 ] [ - ] [  4  ] [　-　]

（ 1 ） （ - ） （ 1 ） （ - ） （ 3 ） -

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。
　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。
　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。
　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（    1    ）

74

（    0    ） （    1    ） （    7    ）

令和３年度 令和４年度

計

42 75 89

（    8   ） （　　11 　 ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

75

令和５年度

[    10    ] [    8    ]

令和８年度

135

[    5    ]

令和７年度

[    11    ]

令和６年度

[    10    ]

４年次

１年次

２年次

３年次

備　　　　　考

・令和4年4月1日：編入学1名（2年次）
・令和5年4月1日：再入学1名（1年次）
・令和6年4月1日：転入学1名（2年次）
・令和7年4月1日：編入学1名（2年次）

[　 19　 ]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

42 人 0 人 令和３年度 0 人 0 人

令和３年度 5 人 1 人
進路変更（転学など）（2人）、就職・就職活動（1人）、
精神面の不調（1人）、［除籍(1人)］

令和４年度 4 人 1 人 進路変更(転学など)（3人）、［経済的困窮（1人）］

令和３年度 2 人 1 人 経済的困窮（1人）、[除籍（1人）]

令和４年度 4 人 1 人
就学意欲の低下（1人）、経済的困窮（1人）、除籍（1人）、
[除籍（1人）]

令和５年度 4 人 1 人
就学意欲の低下（1人）、一身上の都合（1人）、除籍（1人）、
[除籍（1人）]

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

令和５年度 0 人 0 人

令和６年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 2 人 0 人 就学意欲の低下（1人）、除籍（1人）

令和５年度 1 人 0 人 就学意欲の低下（1人）

令和６年度 1 人 0 人 進路変更（転学など）（1人）

令和７年度 1 人 0 人 就学意欲の低下（1人）

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

令和５年度 0 人 0 人

令和６年度 0 人 0 人

令和７年度 0 人 0 人

令和８年度 0 人 0 人

24 人 24 人 5 人

(注)・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。
　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。
　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生、転科生も含めて記入してください。
　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「修学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。
　　　　　　（記入項目例）・修学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学
　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（a+b） 42

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 9
令和４年度の在学者数（a+b） 84

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 10
令和５年度の在学者数（a+b） 108

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（a+b） 110

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 5
令和７年度の在学者数（a+b） 80

【令和８年度】

令和８年度の退学者数（ａ） 0
令和８年度の在学者数（a+b） 135

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

=

=

=

=

=

=

=

= = 6.25 ％

令和８年度 135 人 人

人令和５年度 98

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和３年度

令和４年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

9人75 人

10

合　　計

人

令和６年度 110 人 0 人

人令和７年度 75 人 5

0 ％=

0 ％

10.71 ％

9.25 ％
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下
の学科数

2
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人文学部 4 183 - 760

　人文学科 4 138 - 505 学士
（新文学）

令和7 令和3 令和８年度から入学定員変更（138→47）

　国際教養学科 4 45 - 255 学士
（人文学）

令和7 令和3

メディア表現学部 4 177 - 708

　メディア表現学科 4 177 - 708
学士

（メディア表
現）

令和7 令和3 令和７年度から入学定員変更（168→177）

芸術学部 4 140 - 560

　造形学科 4 140 - 560 学士
（芸術）

- 平成29 令和７年度から入学定員変更（112→140）

デザイン学部 4 274 - 1096

　イラスト学科 4 67 - 268 学士
（芸術）

- 平成25 令和７年度から入学定員変更（64→67）

　ビジュアルデザイン
　学科 4 74 - 296 学士

（芸術）
- 平成18 令和７年度から入学定員変更（64→74）

　プロダクトデザイン
　学科 4 77 - 308 学士

（芸術）
- 平成18 令和７年度から入学定員変更（72→77）

　建築学科 4 56 - 224 学士
（芸術）

- 平成18

マンガ学部 4 324 - 1296

　マンガ学科 4 240 - 960 学士
（芸術）

- 平成18 令和７年度から入学定員変更（232→240）

　アニメーション学科 4 84 - 336 学士
（芸術）

- 平成18 令和７年度から入学定員変更（80→84）

キャラクターデザイン
学科 4 112 - 448 学士

（芸術）
令和8

ポピュラー
カルチャー学部

4 - - -

　ポピュラー
　カルチャー学科 4 - - - 学士

（芸術）
- 平成25 令和３年度入学生より学生募集停止

人文学部 4 - - -

　総合人文学科 4 - - - 学士
（人文）

- 平成21 令和３年度入学生より学生募集停止

大学全体 - 1098 - 4392 - - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。
　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

令和８年度から入学定員変更（45→30）
令和８年度から名称変更（グローバルスタ
ディーズ学科→国際教養学科）

倍

収容定員
充足率

（控除後）

0.76 -

0.96 -

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

倍

　京　都　精　華　大　学

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。

　　　　報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）
        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

(注)・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
　　　　「入学定員超過率」及び「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和９年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

0.61 -
京都府京都市左京
区岩倉木野町137

0.52 - 同上

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

所在地 備　　考

1.06 0.99 同上

1.10 1.06 同上

1.01 0.95 同上

1.10 1.05 同上

0.99 - 同上

同上

1.06 0.99 同上

0.88 - 同上

同上

- - 同上

- - -

- -

- - 同上

- -

0.58 -

1.06 0.99

1.10 1.06

0.98 0.95

1.02 0.97
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区　　　分
今後の

の実施計画

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【認可】
遵守事項

履行済
届　出　時

（令和元年）

「アフリカ・アジア」
と「京都」の関連性を
新たな学部設置の動機
として強調する理由に
ついて、その学術的根
拠について学生が理解
できるよう丁寧に説明
することが望ましい。
（助言事項）

アジア・アフリカの重要性や将来
性、それらの国々からの出身者と
の交流が次世代の世界をつくるた
めに大切なことが、カリキュラム
をはじめ大学のさまざまな教育運
営の現場において肌で感じられる
ものとなっている。
本学部の必修科目においては、問
題意識を目覚めさせる総合的な講
義と少人数の演習とを組み合わせ
ている。その中で、多国籍の学生
の交流を促進するとともに、京都
の地の利をいかすことにより、日
本理解を深化させていく。また、
それを国外でも通用する知識や実
践的能力に結びつける教育を進め
ることで、国内外での実地演習・
フィールドワークに立脚した成果
が、卒業要件となる設計となって
いる。
各科目における授業内での教授は
もちろんのこと、カリキュラム全
体の制度設計により、本学部の意
図・目的について個々の学生に的
確に説明されるとともに、確実に
受肉されることが期待される。
（４）（５）（６）

前期・後期の開始前に実施する履
修ガイダンスにおいては、その都
度、学部のカリキュラムマップや
科目構成の説明をし、その中で
「アフリカ・アジア」と「京都」
の関係性、学部内での位置付けを
説明する。
また、第１・２クォーター開講の1
年次必修科目「国際文化概論１」
「国際文化概論２」では、リレー
講義形式で、アジア・アフリカの
専門家や日本の文学・歴史・社
会・文化の専門家からの講義を行
い、授業担当教員の専門分野の視
点から「アフリカ・アジア」およ
び「京都」の文化や歴史的背景等
について解説し、知識を深める。
　また、第３・４クォーター開講
の1年次必修科目「国際文化史１」
「国際文化史２」では、国際社会
間の多様な文化交流史等について
の学びを通し、「アジア」や「ア
フリカ」の文化と江戸時代まで日
本における文化の中心地であった
「京都」の関連性について理解を
深めるともに多角的な視点で分析
を行う。
　2年次では、「応用演習１～４」
および各専攻の必修講義科目を通
じて、授業担当教員の専門分野の
視点から「アフリカ・アジア」お
よび「京都」の文化や歴史的背景
等についてさらに知識を深め、演
習発表を通じて、各自の理解と興
味を深める。（４）（５）（６）
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令和5年度は、3年次「海外長期
フィールドワーク」が開講され
る。学生は、各派遣地での学びを
まとめ、海外での生活や学びにつ
いて各自がまとめた記事をブログ
にして、学科オリジナルのホーム
ページに公開している。あわせ
て、本年度中に「フィールドワー
ク報告展」を開催する予定であ
る。グローバルスタディーズ学科
における学びを学外者へ伝える場
としたい。また、2025年度からの
カリキュラム改革に向け、引き続
き諸会議等での検討を重ねていき
たい。（５）
入学者数の改善を図るため、2025
年度にカリキュラム改革を行なう
予定である。2024年度までに入学
した本学科生が卒業するまで、そ
の学びを保証するとともに、2025
年度からは、専攻編成を見直し、
新たなカリキュラムを導入するこ
とで、入学者の確保を図りたい。
（６）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

設置計画履行状
況

調　査　結　果
（令和３年）

教育内容の充実等を通
じ、入学定員未充足の
改善に努めること。
（国際文化学部グロー
バルスタディーズ学
科）

グローバルスタディーズ学科カリ
キュラムの柱となる1年次必修科目
「海外短期フィールドワーク」お
よび3年次必修科目「海外長期
フィールドワーク」における各プ
ログラムが学生にとって魅力ある
ものとなるよう、派遣先の選定お
よびプログラム開発に注力してき
た。2023年度開講予定の3年次科目
を含め、プログラムの詳細を記し
た冊子を作成し、授業内での指導
に活用している。また、学部案内
冊子の作成や高校の訪問、体験授
業の開催等、広報活動を強化して
いる。さらに、同年代の学生の目
線で、学部・学科やカリキュラム
の魅力を発信すべく、学部公認学
生団体による広報紙の作成やWeb上
での学部・学科の学びについての
紹介等も行っている。（４）
（５）
必修科目における海外派遣プログ
ラムの開発および教員による学生
への細やかな指導により、各派遣
地での学びが充実した。帰国した
学生からは、プログラムに対する
肯定的な感想が多く出ている。ま
た、それぞれの研究や語学学習へ
の意欲の高まりも感じている。こ
のように、当初の計画通り、入学
した学生への学びの提供は保証す
ることができているが、入学者数
の改善を行なうことはできなかっ
た。（６）

令和4年度については、1年次必修
科目である「海外短期フィールド
ワーク」内での海外派遣を実施す
る予定である。事前学習や派遣先
での調査・生活、実施後の成果報
告等を発信し、広報活動へとつな
げる予定である。また、毎月1回開
催される学部運営会議および隔週
で開催される学科会議等におい
て、よりよいカリキュラムとなる
よう各科目の授業内容について検
討を進める。（４）
上記令和4年度の報告事項は、いず
れも実施した。令和5年度は、3年
次「海外長期フィールドワーク」
が開講される。学生は、各派遣地
での学びをまとめ、海外での生活
や学びについて各自がまとめた記
事をブログにして、学科オリジナ
ルのホームページに公開してい
る。あわせて、本年度中に
「フィールドワーク報告展」を開
催する予定である。グローバルス
タディーズ学科における学びを学
外者へ伝える場としたい。また、
2025年度からのカリキュラム改革
に向け、引き続き諸会議等での検
討を重ねていきたい。（５）
入学者数の改善を図るため、2025
年度にカリキュラム改革を行なう
予定である。2024年度までに入学
した本学科生が卒業するまで、そ
の学びを保証するとともに、2025
年度からは、専攻編成を見直し、
新たなカリキュラムを導入するこ
とで、入学者の確保を図りたい。
（６）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

設置計画履行状
況

調　査　結　果
（令和４年）

教育内容の充実等を通
じ、入学定員未充足の
改善に努めること。
（国際文化学部グロー
バルスタディーズ学
科）

昨年度に引き続き、グローバルス
タディーズ学科の柱となる1年次必
修科目「海外短期フィールドワー
ク」および3年次「海外長期フィー
ルドワーク」を含むフィールドプ
ログラムの運営に注力してきた。
また、当該学科のWebサイトでは、
学生によるフィールドワーク報告
および所属教員による研究紹介な
ど、学びの発信にも力を入れてい
る。なお、学部案内冊子の作成や
高校の訪問、体験授業の開催等に
ついても、引き続き取り組んでい
る。加えて、合格者向けの「ちょ
こっと見学&相談デー」を設け、入
学後の学生生活を円滑に送ること
ができるようサポート体制を強化
している。同時に、より魅力的な
カリキュラムとなるよう、2025年
度より全学的なカリキュラム改革
を行なうこととし、令和4年6月よ
り検討を重ねている。（５）
必修科目における海外派遣プログ
ラムの開発および教員による学生
への細やかな指導により、各派遣
地での学びが充実した。帰国した
学生からは、プログラムに対する
肯定的な感想が多く出ている。ま
た、それぞれの研究や語学学習へ
の意欲の高まりも感じている。こ
のように、当初の計画通り、入学
した学生への学びの提供は保証す
ることができているが、入学者数
の改善を行なうことはできなかっ
た。（６）
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・2025年度から国際文化学部グ
ローバルスタディーズ学科の収容
定員を、学生の志願状況に応じた
定員に変更する予定である。
（６）
・入学者数の改善を図るため、
2025年度にカリキュラム改革を行
なう予定である。2024年度までに
入学した本学科生が卒業するま
で、その学びを保証するととも
に、2025年度からは、専攻編成を
見直し、新たなカリキュラムを導
入することで、入学者の確保を図
りたい。（６）

【ＡＣ】
指摘事項
（是正）

履行済

設置計画履行状
況

調　査　結　果
（令和５年）

収容定員充足率が0.36
倍と著しく低いことか
ら，提示された学生確
保に向けた取組等を確
実に実施するととも
に，学生確保の見通し
を客観的根拠に基づき
分析した上で，より効
果的な改善策を新たに
講じる等，収容定員の
更なる充足に努めるこ
と。また，当該分析を
踏まえ，必要に応じ，
入学定員の見直しやカ
リキュラムの充実・改
善等を含めた教学組織
に係る将来構想を検討
すること。（国際文化
学部グローバルスタ
ディーズ学科）

・入学試験制度について、国際文
化学部の学生募集を強化するた
め、2024年度入試から総合型選抜
の実施期を追加した。また、従来
の試験科目に「小論文＋面接型」
を新設し、さらに従来の専願入試
から他大学との併願を可とするこ
とで受験機会の拡大を図った。
・入学する上での学費等の経済的
支援策については受験校決定に大
きな要素であると考え、奨学金
（英語資格取得特待生）制度を設
立し志願動機を高め入学につなが
るようにした。（６）
・英語力が高いにも関わらず経済
的理由により進学が困難な入学生
を支援する目的で、奨学金制度
（英語資格取得特待生）を実施し
た。また、入学後の2年次以降も指
定する英語試験のスコアを取得し
た者に対し、さらなる奨学金制度
（英語資格取得奨学金）を設立
し、2024年度から在学生にも適用
を始めた。入学後も修学に意欲的
に取り組むことで経済的支援が継
続的に受けられることを受験生に
対して早期周知を図り、入学者の
増加につなげることを目的とす
る。（６）
・学生募集に関して、様々なメ
ディアを駆使して広報活動を重点
的に実施してきたが、引き続き受
験生の進路選択に影響がある進学
メディアへ、追加で広告出稿を行
い、さらに高校で実施される分野
理解ガイダンス等へ積極的に参加
した。（６）
・2022年6月から教育課程の見直し
を進めてきた。広報活動のなかで
専攻の名称「グローバル関係」
「グローバル共生社会」「アフリ
カ・アジア文化」が高校生にとっ
て教学内容や専攻内容の違いが伝
わりにくいことから、これら3専攻
を統合したうえで、「国際文化」
専攻に名称や内容を変更する。さ
らに、教学内容の幅を広げるた
め、現在は国際文化学部人文学科
にある日本文化専攻の領域をグ
ローバルスタディーズ学科へ移動
させ、「国際日本学」専攻と改称
し、3専攻体制から2専攻体制へと
再編することを目指し教学改革を
進めた。（６）

・2025年度から国際文化学部グ
ローバルスタディーズ学科の収容
定員を、学生の志願状況に応じた
定員に変更する予定である。
・奨学金制度（英語資格取得特待
生・英語資格取得奨学金）は継続
して実施し、受験生に広く周知を
行っていく。（６）
・広報活動のなかで、専攻の名称
「グローバル関係」「グローバル
共生社会」「アフリカ・アジア文
化」が高校生にとって教学内容や
専攻内容の違いが伝わりにくいこ
とから、これら3専攻は統合したう
えで「国際文化」専攻に名称変更
する。また、教学内容の幅を広げ
るため、現在は国際文化学部人文
学科にある「日本文化」専攻の領
域をグローバルスタディーズ学科
へ移動させ、「国際日本学」専攻
と改称し、2専攻体制とする。従来
の3専攻を2専攻体制に変更し、世
界と日本の関わりをグローバルと
ローカルの双方のアプローチによ
り文化や社会の視点から多角的に
学修することができる学科へと
2025年4月から教育課程を大幅に改
定する。（６）
・教職課程（英語中学一種、高校
一種）を履修可能とすることで他
大学の同系統の学部との競争力を
高め、また、登録日本語教員が養
成できる課程を設置し、卒業後は
国内外で語学（英語・日本語）を
活かした仕事に従事できることを
可能とし、幅広い層の志願者の増
加、獲得につなげていく。近隣の
大学には見当たらない特徴的な制
度の導入のため、さらに多くの受
験生の獲得を目指していく。
（６）
・2022年8月からグローバルスタ
ディーズ学科の特設サイトを開設
し、教育課程で主要な授業科目で
あるフィールドワーク科目のプロ
グラム概要や実際の学生体験談を
紹介している。さらに、学内外か
ら多くの来場者が見込まれる京都
精華大学展（卒業・修了発表展）
にも卒業論文の発表を行う予定
で、当該学科での学びの魅力を発
信し入学者の確保を図りたい。
（６）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

設置計画履行状
況

調　査　結　果
（令和５年）

教育内容の充実等を通
じ，収容定員未充足の
改善に努めること。
（国際文化学部人文学
科）

・入学試験制度について、国際文化学
部の学生募集を強化するために、2024
年度入試から総合型選抜の実施期を追
加した。また、従来の試験科目に「小
論文＋面接型」を新設し、さらに従来
の専願入試から他大学との併願を可と
することで受験機会の拡大を図った。
（６）
・入学後の初年次教育から始まり、2年
次から3年次における国内フィールド
ワーク・プログラム、4年次での卒業論
文指導など、各年次において、教員か
らきめ細やかな指導を行なうととも
に、学生の主体的な学び・研究を支援
してきた。また、所属専攻の学びを柱
としつつ、他専攻およびグローバルス
タディーズ学科の科目も一定数履修さ
せるカリキュラム構造のため、ローカ
ルおよびグローバル双方の視点から学
識を深化させることができている。
（６）
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・2025年度に行ったカリキュラム
改革により、学部の特色である半
年間の国内外へのフィールドプロ
グラムを2年次後期に開講すること
とした。その事前学習の一環とし
て、1～2年生を対象に、前期の半
年間、語学力向上を目的としたオ
ンライン学習システムを準備し、
スコアに応じて受講料相当の奨学
金を給付する制度を整備した。
（８）
・2026年度入学者対象の奨学金制
度（英語資格取得特待生・英語資
格取得奨学金）については、給付
額を引き上げ、学生募集時に周知
した。6月下旬を申込期限とし、申
込者数により効果を検証する予定
である（８）
・2027年度入学者の学生募集にお
いても、人文学部独自の特待生制
度の周知を目的として、告知チラ
シ2種類の発行・配布や、本学保有
名簿33,000件へのDM発送、進学メ
ディアでの広告出稿、ネット広告
出稿、通学圏内における交通広告
出稿も継続して行う。加えて、近
畿圏の学習塾2,755校への広報媒体
送付、高校・日本語学校への訪問
活動、進学説明会への参加など、
接触機会の拡大にも継続して取り
組む。（８）

【ＡＣ】
指摘事項
（是正）

履行中

設置計画履行状
況

調　査　結　果
（令和６年）

収容定員充足率が0.30
倍と著しく低い。教育
内容の更なる充実を図
りつつ、提示された学
生確保に向けた取組等
を確実に実施するとと
もに、より効果的な改
善策を新たに講じる
等、令和７年度から変
更する入学定員の充足
に努めること。（国際
文化学部グローバ
ルスタディーズ学科）

・2025年度より国際文化学部グ
ローバルスタディーズ学科の入学
定員を90名から45名(2024年6月26
日届出)に変更した。結果、2025年
5月1日時点の収容定員は0.33倍と
なり微増ではあるが回復が見られ
た。（７）
・2025年度入学者対象の奨学金制
度（英語資格取得特待生・英語資
格取得奨学金）は4人が申請し、学
生募集の一助として機能した。
（７）
・高校生や受験希望者にとってイ
メージしやすい学部学科名称にす
ることを目的に、2026年度より学
部名称を「人文学部」、学科名称
を「国際教養学科」へと変更(2025
年4月30日届出)する手続きを行っ
た。（７）
・高校生からわかりやすい名称に
すること、教育課程の見直しを目
的に、2025年度よりグローバルス
タディーズ学科内の専攻を「国際
文化」「国際教養」の2専攻編成と
した。（７）
・2025年度入学生より教職課程
（英語中学一種、高校一種）およ
び日本語登録教員課程が認めら
れ、競合校との差別化をはかっ
た。（７）
・広報活動においては、学部紹介
や学科の詳細情報などを掲載した
特設サイトを2種類開設した。さら
に、学部学科の魅力や学びのポイ
ントをわかりやすく紹介したリー
フレットおよびコース選びの参考
となる「卒業論文テーマ例冊子」
を発行した。（７）

・入学定員を、2026年度は30名
(2025年4月30日届出)と減少させ、
収容定員のさらなる回復に努め
る。（７）
・2026年度入学者対象の奨学金制
度（英語資格取得特待生・英語資
格取得奨学金）については、奨学
金給付額を引き上げ、継続して行
う。さらに周知を図るため、特待
生制度の告知チラシを2種類発行し
たほか、LINE、SNS、Yahoo、
Googleなどのネット広告、市営地
下鉄や京阪電車などでのポスター
掲出による交通広告への出稿を実
施中である。 （７）
・新たな試みとして、近畿圏の学
習塾2755校に対して人文学部の広
報媒体を送付し、塾生への情報提
供を行った。これらの活動に加
え、高校や日本語学校を訪問を強
化する。（７）

【ＡＣ】
指摘事項
（是正）

履行中

設置計画履行状
況

調　査　結　果
（令和７年）

収容定員充足率が0.33
倍と著しく低い。教育
内容の更なる充実を図
りつつ、提示された学
生確保に向けた取組等
を確実に実施するとと
もに、より効果的な改
善策を新たに講じる
等、令和８年度から変
更する収容定員の充足
に努めること。（国際
文化学部グローバルス
タディーズ学科）

・2026年度からの学部名称および
学科名称変更が受理され、「人文
学部国際教養学科」として学生募
集を開始した。学科内のコース別
入学試験を導入することで専門領
域を明確化し、志願者数が66名か
ら127名へと増加した。（８）
・2026年度より入学定員を45名か
ら30名(2025年4月30日届出)に変更
した結果、2026年5月1日時点の収
容定員充足率は0.52倍となり、前
年度の0.33倍から大幅な改善が見
られた。（８）
・広報活動においては、特待生制
度の告知チラシを2種類発行したほ
か、LINE、SNS、Yahoo、Googleな
どのネット広告、市営地下鉄や京
阪電車などでのポスター掲出によ
る交通広告への出稿を実施した。
また、近畿圏の学習塾2,755校に対
して人文学部の広報媒体を送付
し、塾生への情報提供を行った。
これらに加え、高校や日本語学校
への訪問を強化した。（８）
・多方面での取り組みが実を結
び、2027年度入学者対象の模擬試
験において人文学部志願者数が前
年度比で増加した（11月模試で
144％増、2月模試で150％増）。
（８）
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　　　　【令和７年度報告書から記載内容に変更がある場合】
　　　　　令和７年度報告書の記載内容を転記し文末に「（７）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び
　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（８）」と記載してください。
　　　　【令和７年度報告書から記載内容に変更がない場合】
　　　　　令和７年度報告書の記載内容を転記し文末に「（７）（８）」と記載してください。
　　　　【令和８年度から新たに調査対象となった学科等又は令和７年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】
　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（８）」と記載してください。

(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、
　　　　具体的に記入してください。
　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、以下のとおり記載してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。
　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。
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